
第
四
項
　
横
堅
の
三
心

『
授
手
印
』（『
昭
和
新
訂
三
巻
書
並

授
菩
薩
戒
儀
』
三
○
頁
）
に
そ
の
横
堅
の
三
心
を
定
義
す
る
い
わ
れ
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
法
然
上
人
の
言
葉
で
あ
る
と
前
置
き
し
た
あ
と
、
例
え
ば
三
心
の
う
ち
、
至
誠
心
を
発お
こ

し
た
と
き
深
心
・
回
向
発
願
心
を
具
す
よ
う
に
、
一
心
を
具
せ
れ
ば
残
り
の
二
心
は
必
ず
具
わ
る
と
言
う
。

ま
た
別
に
、『
観
経
』
や
『
観
経
疏
』
に
三
心
を
別
々
に
解
釈
し
て
い
る
の
は
往
生
の
心
に
三
種
の
心
が
あ
り

そ
れ
を
発
す
こ
と
を
教
え
、
念
仏
の
行
者
が
虚
仮
心
を
発
し
た
と
き
至
誠
心
を
も
っ
て
治
す
こ
と
を
教
え
、

疑
惑
の
心
が
起
き
た
と
き
は
深
心
を
も
っ
て
治
す
こ
と
を
教
え
、
往
生
を
願
う
も
の
は
す
で
に
な
し
た
善
を

も
っ
て
往
生
の
願
と
す
る
こ
と
を
教
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
前
者
を
横
の
三
心
と
言
い
、
一
心

に
三
心
を
具
す
る
の
を
言
う
。
後
者
を
堅
の
三
心
と
言
い
三
心
を
別
々
に
置
く
こ
と
を
言
う
。

『
念
仏
名
義
集
』
巻
中
（『
浄
全
』
十
、
三
七
三
頁
上
）
に
、
横
の
三
心
の
根
拠
と
な
っ
た
法
然
の
言
葉
が

常
に
仰
せ
ら
れ
て
い
た
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
心
を
簡
単
に
具
え
る
方
法
と
し
て
決
定
往
生
し
よ
う

と
す
る
心
に
、
誠
の
心
を
至
さ
ん
と
教
え
る
至
誠
心
も
、
念
仏
を
一
脈
に
決
定
往
生
を
願
う
回
向
発
願
心
も

皆
納
ま
る
と
言
う
。

さ
ら
に
、『
西
宗
要
』
の
「
第
十
一
　
三
心
具
足
文
事
」（『
浄
全
』
十
、
一
六
二
頁
上
）
に
次
の
よ
う
に
説

か
れ
て
い
る
。

横
の
三
心
と
は
至
誠
心
の
真
実
の
念
仏
往
生
の
行
を
始
め
こ
れ
を
行
じ
れ
ば
深
心
も
回
向
発
願
心
も
至
誠





心
に
具
す
る
を
言
う
。
な
ぜ
至
誠
心
に
他
の
二
心
が
具
す
る
か
と
い
う
と
善
導
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
南
無
阿

弥
陀
仏
と
い
う
の
は
『
浄
土
三
部
経
』
に
命
終

み
ょ
う
じ
ゅ
うの
と
き
決
定
往
生
す
る
行
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
一
向
専
修
の
身
と
な
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
同
様
に
一
向
に
信
じ
る
か
ら
深
心
中
に
も
至
誠

心
・
回
向
発
願
心
が
あ
り
、
ま
た
回
向
発
願
心
中
に
も
別
の
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
善
導
の
、
真
実
深
心

中
に
回
向
し
て
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
の
を
回
向
発
願
心
と
言
う
、
と
の
文
を
引
き
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、『
阿
弥
陀
経
』
に
は
一
心
不
乱
と
言
い
『
往
生
論
』
に
は
世
尊
我
一
心
と
言
う
、
と
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
聖
光
は
、
横
の
三
心
に
よ
っ
て
法
然
で
は
明
確
と
は
言
え
な
か
っ
た
『
観
経
』
の
三
心
と

『
阿
弥
陀
経
』
の
一
心
を
結
び
付
け
た
の
で
あ
る
。
法
然
は
行
具
の
三
心
で
『
観
経
』
の
三
心
と
『
無
量
寿
経
』

の
本
願
の
三
心
を
結
び
付
け
、
聖
光
は
横
の
三
心
で
さ
ら
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
一
心
と
を
結
び
付
け
、
こ
こ

に
『
浄
土
三
部
経
』
の
心
が
一
致
し
た
と
言
え
る
。

第
五
項
　
安
心
の
広
略

さ
ら
に
聖
光
は
付
け
加
え
て
、『
阿
弥
陀
経
』
と
『
往
生
論
』
の
一
心
を
略
説
、『
観
経
』
の
三
心
を
広
略

と
し
て
安
心
の
広
略
を
分
別
し
て
い
る
（『
浄
全
』
十
、
一
六
三
頁
上
）。

な
ぜ
『
阿
弥
陀
経
』
で
は
一
心
か
と
言
え
ば
『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
と
き
は
す
で
に
往
生
の
た
め
の



法然上人門下の安心論


